
校長 榎元 寛之

本校では，１１月１日から１１月７日まで，地

域が育む「かごしまの教育」県民週間の一貫とし

て，授業参観週間を実施しました。保護者をはじ

め，地域の皆様など，御多用にもかかわらず来校

くださり，授業や施設等を参観して頂きました。

教児ともに励みとなりました。ありがとうござい

ました。併せて，第１回学校評議員会も開催しま

した。評議員の皆様に，授業参観後，学校経営に対する御意見等をお伺いしました。本校の

少人数・複式指導に対し，「低学年は元気がよく，高学年は落ち着いて自分たちで学習を進め

ていた」「子ども一人ひとりに合わせた丁寧な指導が学力向上につながっている」等，お褒め

の言葉を頂きました。今後の教育活動により一層生かしていきたいと思います。

話は変わりますが，子育ては難しく，親の思っているようにはいかないものです。なんで？

と感じたことはありませんでしょうか。子どもたちは親や大人

の影響を受けながら成長していくものです。私たちは少しでも，

子どもたちによい影響を与えることのできる大人でありたいと

考えます。毎朝，正門で子どもたちの登校の様子を見ています

が，大きな声で「おはようございます」とあいさつする子，友

だちと楽しそうに登校してくる子，下を向いて登校する子，登

校前のトラブルで沈んで登校してくる子，いろんな一日のスタ

ートがあります。気持ちよく笑顔でスタートできるためにも，

私たち親や大人はどんなことができるのでしょうか。もう一度，

立ち止まって我が子と向かい合ってみませんか。

子は親の鏡
けなされて育つと，子どもは，人をけなすようになる
とげとげした家庭で育つと，子どもは，乱暴になる
不安な気持ちで育てると，子どもも不安になる
「かわいそうな子だ」と言って育てると，子どもは，みじめな気持ちになる
子どもを馬鹿にすると，引っ込みじあんな子になる
親が他人を羨んでばかりいると，子どもも人を羨むようになる
叱りつけてばかりいると，子どもは「自分は悪い子なんだ」と思ってしまう
励ましてあげれば，子どもは，自信をもつようになる
広い心で接すれば，キレル子にはならない

～ 途中省略 ～
親が正直であれば，子どもは，正直であることの大切さを知る
子どもに公平であれば，子どもは，正義感のある子に育つ
やさしく，思いやりをもって育てれば，子どもはやさしい子に育つ
守ってあげれば，子どもは，強い子に育つ
和気あいあいとした家庭で育てば，子どもはこの世はいいところだと思えるようになる

この詩は，ドロシー・ロー・ノルト著の「子どもが育つ魔法の言葉」に掲載されたもので

す。我が子だけでなく，子どもたちにどのように関わればいいのかを教えてくれているよう

な気がします。悩んだときこそ，家庭の力，地域の力で，心も体も元気な子どもたちを育て

ていきたいと考えております。

【学校評議員による授業参観】

姶 良 市 立 漆 小 学 校
校 訓：清く 正しく たくましく

TEL：０９９５－５２－８６００ FAX:０９９５－５４－３９２７

第７号 令和５年１１月１５日 http://www.12.synapse.jp/urushi/

【校庭のシイタケの収穫】



 

 

 

（漆の豆知識）漆に入る愛宕（あたご）橋の
横に咲き誇る芙蓉は見惚れる美しさ。 

〈PTA 表彰 10/28〉 
漆の保護者も大変学校教育に

協力的で，多くの学校行事を支え
てくださっていますが，昨年度の
活動が認められ，九州ブロック
PTA 協議会佐賀大会にて表彰を
受けました。漆の PTA は，本当
に楽しそうです。 

〈学校評議員会 11/１〉 
今年度は松永さん，宮路さん，

佐藤さん，内村さんにお引き受け
いただいております。普段から，
漆っ子の様子をよく見て下さって
いる方々です。「漆ならではの教育
で，のびのびと子どもたちが育っ
ている」とお言葉を頂きました。 

〈バラ踊り表彰〉 
 「かごしま民族芸能活動特別奨
励賞」を６年生４名全員が頂きま
した。数年に渡り，意欲的に漆バ
ラ踊りに取組んだことが認めら
れ，本人たちも，そして保存会の
皆様もきっと大きな励みになった
ことと思います。 

〈今年度の NRT の結果〉 
 国語 社会 算数 理科 

２年 ７３．０  ６２．８  
３年 ７３．３  ６３．７  
４年 ５８．７ ６１．７ ５５．９ ６９．９ 
５年 ５８．７ ６２．６ ５５．７ ７７．１ 
６年 ７４．３ ８０．３ ６６．３ ８２．０ 

 ４月に実施した NRT の調査結果です。これで，前
学年の学習がどれだけ身に付いているか，が分かりま
す。一人ひとりの結果も出ますので，こちらのデータ
を使って，個に応じた指導や教師の授業改善に役立て
ていきます。 
【本校の強み】 
〇 概ねどの教科のおいても全国平均を超えており，

よく定着が図られているといえます。 
【本校の弱み】 
● どの教科でもある記述式問題でキーワードを外

さずに書く問題に課題があります。 
【対策】 
◎ 今年度は授業や単元の終わりに，キーワードを使

い，学習の振り返りを行っています。 
来年度も力を試されます。その学年の学習内容を

しっかり定着させて，進級できるように今のうちか
ら丁寧に学習に取り組ませていきます。 

【11 月行事予定】 
19 日（日）蒲生どんと秋祭り（米販売）  
20 日（月）～24 日（金）特認校体験入学  
21 日（火）３校交流学習（午前：蒲生小） 
26 日（日）田の神さぁ駅伝（午前中）  
29 日（水）持久走大会健康診断（希望者） 

【12 月行事予定】 
1 日（金）～７日（木）校内人権週間 
4 日（月）人権教室 
5 日（火）俳句教室/持久走大会/PTA/学校保健委員会 

13 日（水）14 日（木）修学旅行（６年生） 
15 日（金）修学旅行休養措置日 
22 日（金）終業式 
★あいあい号（１日/15 日） 

〈脱穀１１/８〉 
 ついにもち米の脱穀まできました。縦割り班ごとに
活動に取り組むのですが，高学年が低学年に藁を渡し
たり，ハーベストに藁を乗っける際，「気を付けてね。」
と声をかけたりする姿が，たくさん見られました。こ
れぞ，漆の教育です。自然を相手に，異学年の友達と
協力し合いながら，多くを学びます。袋を持ち上げて，
何キロぐらいか想像します（算数の量感）。ヘビをみ
て爬虫類の生態（生物）について知ります。もち米の
白さを見て，観察する力を養います。この稲作の体験
学習は，子どもたちに多くの示唆を与えてくれます。 


